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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 2:22･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３６番

*交読文　････････････････ 　１１番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７０番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･････････････････ 　３８８番

メッセージ　･･････････････ 戦い方を身につけよ(ネヘミヤ４章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３８９番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　それゆえ、　＿＿　をあざける者、　＿＿　を物笑いの種にする者たちよ。主のことばを

聞け。・・・＿＿　の神である主はこう仰せられる。「見よ。わたしは　＿＿　に一つの石を

礎として据える。これは、試みを経た石、堅く据えられた礎の、尊いかしら石。これを信じ

る　＿＿　は、あわてることがない。雹は、お前たちの避け所を一掃し、水は隠れ家を押

し流す。お前たちの死との契約は解消され、よみとの同盟は成り立たない。にわか水が

あふれ、越えて来ると、お前たちはそれに踏みにじられる。それは、押し寄せるたびに、

お前たちを捕える。それは朝ごとに押し寄せる。昼も夜も。この啓示を悟らせることは全く

恐ろしい。」(イザヤ 28:14-19)

 また私は、獣と地上の王たちとその軍勢が集まり、馬に乗った方と　＿＿　と戦いを交え

るのを見た。すると、獣は捕えられた。また、しるしを行ない、それによって　＿＿　を惑

わしたあのにせ預言者も、彼といっしょに捕えられた。そして、このふたりは、硫黄の燃え

ている火の池に、生きたままで投げ込まれた。 残りの者たちも、馬に乗った方の口から

出る剣によって殺され、すべての鳥が、彼らの肉を飽きるほどに食べた。（黙 19:19-21）

メッセージ概要

　神の民イスラエルは、主への数々の無礼を改めず、預言者の警告を聞かず、好き放題し続けたため、バ

ビロン捕囚の憂き目に遭い、敵が好き放題荒らし、土地も財産も奪われ、どん底の生活へと投げ込まれた。

　それでも主は、悔い改めて主に立ち返る人々を回復させて下さる。回復のためには、ネヘミヤのように罪

の惨状を悲しみ、「なまけぐせ」を取り除き、荒れた現状を立て直すために立ち上がって行動するべき事を、

前回学んだ。その時、必ず敵の攻撃が来るが、今回はさらに、敵の攻撃をどう対処すべきかを学びたい。

　再建しようと行動を起こす時、今まで搾取し踏みにじって来た者達はそれを良しとせず、攻撃して来る。

２章では、敵は神の民の再建のわざを、「王に反逆している」と、あたかも悪い事のように思わせて来たが、

ネヘミヤは真理の御言葉を唇から発して「境界線」を引き、「真理という防護壁」を築いた故、人々は奮い

立って再建を進め、仕事はどんどｎはかどって行った（３章）。敵はそれを、なお歯ぎしりして、攻撃して来る。

　『サンバラテはわれわれが城壁を築くのを聞いて怒り、大いに憤ってユダヤ人をあざけった。』(ネヘ 4:1)
その「あざけり」の内容を分析すると、今の惨状や山積の問題へと目を向けさせ、絶望させ、無気力にさせ

る特徴がある事に気付く。実際、敵の脅しに同意して、再建が無駄であるかのように思わされてしまった

人々もおり、脅しに「同意」してしまった人には、敵はさらに調子に乗って脅しにかかって来る。(11-12節)
　そんな心萎えてしまった人々に対し、ネヘミヤは、具体的な行動で答える。彼は人々に武器を持たせ、

城壁の建て上げが進んでいない所に立たせた(13節)。また言った。「あなたがたは彼らを恐れてはならな

い。大いなる恐るべき主を覚え、あなたがたの兄弟、息子、娘、妻および家のために戦いなさい。」(14節)
　ネヘミヤは、もし敵が入り込んで来たら返り討ちにしよう、という意気込みを見せた。敵は、私達の意気込

みを、最も恐れる。なぜなら私達が主にあって立つ時、敵である悪魔は「負け」以外に有り得ないからだ。

実際、敵はこれを聞いて自分達の企みは「神が」破った事を聞いて、すごすごとあきらめた。（15節）

　『その日から後は、わたしのしもべの半数は工事に働き、半数はやり、盾、弓、よろいをもって武装した。

そしてつかさたちは城壁を築いているユダの全家の後に立った。荷を負い運ぶ者はおのおの片手で工事

をなし、片手に武器を執った。』(16-17節)　片手でしか仕事ができない、それでは全くはかどらないのでは、

と思われるだろうか？いや、これが最もはかどる仕方だ。むしろ武器を持たず恐れながら仕事する方が、敵

に付け入る隙を与えてしまう。御言葉の武器だけ持って仕事をしないのも、仕事道具だけ持って御言葉を

持たないのも、どちらも再建は進まない。しっかり両方を握り締め、仕事に取り掛かるのが、最も効果的だ。

　18節以降では、互いが共に助け合う体制を、さらに強化している事が記されている。もしどこかが攻撃さ

れそうになっても、すぐ一斉に集まれるよう、ラッパを持たせた。結果、仕事は非常にスピーディーに終わる。

　『こうして城壁は五十二日を経て、エルルの月の二十五日に完成した。』(6:15)　わずか５２日で、何十年

も手付かずにいた瓦礫の城壁は立て直されたのだ！そんなものである。目の前の瓦礫の山に絶望し、あ

きらめ、何もしないままでは、92 年も瓦礫のままだったが、「片手に御言葉・片手に仕事」、さらに兄弟姉妹

が助け合う体制を整え、再建に取り掛かるなら、長年出来なかった事は、実にあっけなく完成したのだ。

　『われわれの敵が皆これを聞いた時、われわれの周囲の異邦人はみな恐れ、大いに面目を失った。彼ら

はこの工事が、われわれの神の助けによって成就したことを悟ったからである。』(6:16)
　私達が御言葉に固く立つ時、敵は恥を見る。「偽りの父」であるサタンは、さも自分達は強いかのように、

何でも出来るかのように、あらぬ恐れ・あらぬ恐怖を吹き込み、「再建」という良きわざをやめさせようと脅し

をかけて来るが、あの者共は、主にある聖徒達が団結し、御言葉に立つ事をこそ、恐れおののいている。

それで、礼拝や賛美、御言葉宣言、聖徒の交わりを、あの者達は最も嫌い、そこを集中して邪魔して来る。

私達は敵の企みを知り、敵の嫌がる礼拝や賛美や御言葉宣言、聖徒の交わりを積極的にして行くべきだ。

　人生において、再建をしようとする時、敵からの心くじけさせる色々な言葉が、あるだろう。あるいは自ら

弱気が沸き起こって、やる気を失うかもしれない。その時、そのような敵に対して御言葉の剣を、信仰の大

盾を奮って、主の御名によって祈り戦いつつ、片方で仕事をして行くなら、再建は速やかに成されて行く。

　いつまでも片手に剣、片手に仕事道具、という、労苦の日々が続くわけではない。御言葉と信仰で武装

し、兄弟姉妹同士で共に助けあいつつ仕事をする事で速やかに再建されて行く皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 12 巻 42 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017 年 10 月 15 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

